
別
紙
で
も
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
し
た
よ

う
に
、
本
年
の
報
恩

講
を
、
来
る
十

一
月

二

・
三
日
の
両
日
に

わ
た
り
、
門
徒
中
で

勤
修
い
た
し
ま
す

ご
遠
忌
お
稚
児
さ

ん
の
募
集
が
十

一
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
法
要
当
日
の
盛

り
上
が
り
に
欠
か
せ

な
い
お
稚
児
さ
ん
に

ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ

い
。
庭
儀

（お
練

り
）
行
列
と
法
要
儀

式
お
手
伝
い
な
ど
で

可
愛
い
稚
児
衣
装
の

子
ど
も
さ
ん
た
ち
が

儀
式
を
盛
り
上
げ
、

五
十
年
に

一
度
の
こ

宗
祖

・
親
鸞
聖
人
の

お
徳
を
偲
び
な
が
ら

の
聞
法
の
ご
縁
で

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
お
参
り
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
あ
げ
ま
す
。

の
機
会
に
、

一
生
の

思
い
出
に
な
る
役
割

に

ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ご
門
徒
だ
け
に

限
ら
ず
、
幼
児
か
ら

小
学
六
年
生
ま
で
ど

な
た
で
も
気
軽
に
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

一

人
あ
た
り
必
要
経
費

の
半
額

（
三
千
円
）

の
ご
負
担
を
お
願
い

し
ま
す
。
参
加
申
し

込
み
は

一
月
末
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

去
る
九
月
二
十
九

日
開
催
の
御
遠
忌
説

明
会
に
は
六
十
九
名

の
ご
参
集
を
得
て
開

催
し
、
儀
式
概
要
お

よ
び
記
念
修
復
工
事

計
画
と
そ
れ
に
伴
う

十
月
二
十

一
日
に

は
工
事
関
係
六
業
者

と

の
契
約

が
決

ま

り
、
今
月
十
日
過
ぎ

か
ら
順
次
工
事
が
始

ま
り
、
三
月
中
旬
に

は
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

予
算
計
画
を
説
明

し
、

ご
了
解

を
頂

き
、
御
遠
忌
厳
修
が

正
式
に
決
定
し
十
月

か
ら
、
御
遠
忌
に
向

け
て
待
ち
受
け
準
備

が
始
ま
り
ま
し
た
。

翌
日
、
十
月
二
十
二

日
に
は
、
吹
き
流
し

が
二
か
所
に
立
ち
、

照
光
寺
門
前
に
は
高

札
が
あ
が

っ
て
お
待

ち
受
け
ム
ー
ド
が
次

第
に
高
ま

っ
て
き
ま

し
た
。

報

恩

講

は

、

私

た

ち

真

宗

門

徒

に

と

っ

て

最

も

大

切

で

、

宗

祖

・
親
鸞
聖
人
の
ご

遺
徳
を
偲
び
、
浄
土

真
宗
の
み
教
え
を
私

た
ち
に
お
示
し
く
だ

さ

っ
た
ご
恩
に
感
謝

す
る
法
要
で
す
。

報
恩
講
は
、
親
鸞

聖
人
の
没
後
、
門
徒

た
ち
が
毎
月
二
十
八

日
の
聖
人
の
ご
命
日

に
念
仏

の
集
ま
り

（
講
）
を
開
い
た
の

が
は
じ
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
親
鸞
聖

人

の
ひ
孫
に
あ
た

る
、
本
願
寺
三
代

・

覚
如
上
人
が
、
聖
人

の
三
十
三
回
忌
に
法

要
の
形
式
を

『
報
恩

講
式
』
と
ま
と
め
、

聖
人
の
恩恩恩恩
に
報報報報
い
る

集
い

（
講講講講
）
と
い
う

意
味
で

「「「「報報報報
恩恩恩恩
講講講講
」」」」

と
名
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

私
た
ち
真
宗
大
谷

派
の
本
山
、
東
本
願

寺
で
は
毎
年
十

一
月

二
十

一
日
～
二
十
八

日
ま
で
の
七
昼
夜
に

わ
た
り
、
御
正
忌
報

恩
講
が
勤
ま
り
、
全

国
各
地
よ
り
、
ご
門

徒
の
方
が
た
が
お
参

り
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、

一
般
寺

院
で
は
本
山
の
御
正

忌
報
恩
講
の
前
後
に

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に

お
い
て
報
恩
講
が
勤

ま
り
ま
す
。

ま
た
在
家
門
徒
の

お
内
仏
の
報
恩
講
を

「
お
敬

い
」
と
呼

び
、
照
光
寺
の
ご
門

徒
さ
ま
宅
に
て
は
、

毎
年
十
月
か
ら
二
月

に
か
け

て

の
時
期

に
、
大
窪
、
村
井
、

鎌
掛
、
松

尾
、
内

池
、
河
原
、
蔵
王
の

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に

お
い
て
順
次
勤

ま

り
、
宗
祖

・
親
鸞
聖

人
の
ご
遺
徳
を
偲
ば

せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

十

一
月
に

入
り
、
日
ご

と
に
秋

の
深

ま
り
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。

今
年
も
ま
た
、
報

恩
講

の
季
節

と
な

り
、
各
地
の
寺
院

へ

参
勤
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

真
宗
門
徒

の

生
活
は

「
報

恩
講
に
始
ま

っ
て
報
恩
講

に
終
わ
る
」

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
お
参
り
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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今今今今
月月月月
のののの
ここここ
とととと
ばばばば

如如如如来来来来大大大大悲悲悲悲のののの恩恩恩恩徳徳徳徳はははは

身身身身をををを粉粉粉粉ににににししししててててもももも報報報報ずずずずべべべべしししし

師師師師主主主主知知知知識識識識のののの恩恩恩恩徳徳徳徳もももも
骨骨骨骨ををををくくくくだだだだききききててててもももも謝謝謝謝すすすすべべべべしししし

親鸞聖人

二
日
～
三
日

（土
～
日

・
祝
）
照照照照
光光光光
寺寺寺寺
報報報報
恩恩恩恩
講講講講

＊
二
日

（土
）

大大大大
逮逮逮逮
夜夜夜夜

午
後
二
時

おおおお
初初初初
夜夜夜夜

午
後
七
時
半

＊
三
日

（日

・
祝
）
ああああ
ささささ
じじじじ

午
前
八
時

満満満満
日日日日
中中中中

午
前
十
時

四
日

（月
）
尼尼尼尼
講講講講
例例例例
会会会会

（お
浚
え
）
午
前
九
時
半

十
五
日

（金
）

大大大大
窪窪窪窪
地地地地
区区区区
おおおお
敬敬敬敬
いいいい
①①①①

十
六
日

（土
）

大大大大
窪窪窪窪
地地地地
区区区区
おおおお
敬敬敬敬
いいいい
②②②②

十
六
日

（土
）

仏仏仏仏
婦婦婦婦
班班班班
長長長長
会会会会

午
後
八
時

＊
二
十

一
日
～
二
十
八
日

真真真真

宗宗宗宗

本本本本

廟廟廟廟

（（（（東東東東
本本本本
願願願願
寺寺寺寺
））））
御御御御

正正正正
忌忌忌忌
報報報報
恩恩恩恩
講講講講

◆
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
工
事
が
始
ま
る
た
め
、
十

一

月
の
お
講
は
取
り
止
め
、
寺
族
内
勤
め
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

十十十十

一一一一
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

報
恩
講
嚴
修
の
お
知
ら
せ

報報報報
恩恩恩恩
講講講講
日日日日
時時時時

十十十十

一一一一
月月月月
二二二二
日日日日

（（（（土土土土
））））

大大大大
逮逮逮逮
夜夜夜夜

法
話
二
席

午
後
二
時

おおおお
初初初初
夜夜夜夜

法
話

一
席

午
後
七
時
半

十十十十

一一一一
月月月月
三三三三
日日日日

（（（（日日日日

・・・・
祝祝祝祝
））））

ああああ
ささささ
じじじじ

法
話

一
席

午
前
八
時

満満満満
日日日日
中中中中

法
話

一
席

午
前
十
時

法法法法
話話話話

大
阪

・
響
命
精
舎
主
幹

林

一
宗

師

仏仏仏仏事事事事ののののイイイイロロロロハハハハ
～報恩講とは～

お
稚
児
さ
ん
募
集
に
つ
い
て

御
遠
忌
待
ち
受
け
準
備
が
始
ま
る吹き流し高札


